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布（Yoshida et al. （2015）を一部改変）。
表１　東北地方の品種・等級別 平成19年産平均コメ集荷価格
品種 １等 ２等 ３等 
コシヒカリ 10350  9200  8200 
あきたこまち 9438  8533  7533  
ひとめぼれ 9760  8725  7600  
ササニシキ 9888  8900  7733  
まっしぐら 9500  8900  7900  
はえぬき 9350  7700  6700  
その他うるち米 8233  7433  6433  
もち米 8450  6933  5933  
酒米 10300  8300  6150  
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